


－相生市内の獅子舞の起源－ 

 獅子舞が最初に日本に入ってきたのは、推古天皇の

二十年（612）に、百済の人が渡来し伎楽を伝えたとい

われています。その後、伎楽は聖徳太子の庇護を受け、

特に獅子舞は、それだけが切り離されて広い地域へ分

布しました。また、伎楽についで大陸から入ってきた舞楽にも獅子舞があり、民間

に伝えられた獅子舞は、平安・鎌倉時代にかけて盛んに行われ、当時の宮中や民間

の年中行事を描いた『年中行事絵巻』には、田楽衆の中に 5 頭の獅子が描かれて

います。 

 相生市の各地区の獅子舞の起源を調べたところ、す

べてが伊勢大神楽の流れを継承しており、その所作は

非常に優雅だといわれています。 

 伊勢大神楽と伊勢地方で古くからおこなわれる、お

頭神事と呼ばれる獅子を舞い、疫病、悪魔払いをする神

事のことで、これらの一団が他地方へ獅子舞を伝播し

ました。この伊勢大神楽の獅子舞は地方の人々に喜ばれ、特に若衆とよばれる青年

組織に人気が集中し、その舞い方を手習い、指導してもらいました。その程度でそ

れぞれの組織が工夫しながら独特の舞として変化し、自分たちの氏神の祭りで舞

うようになりました。 

 相生の獅子舞は、古くは 26 地区で行われておりましたが、少子高齢化、行事に

対する意識の相違などにより維持できなくなっ

た地域もあります。しかし、祭りを支える人た

ちの、後世に伝え残していかなければならない

という気概は今も昔も変わりません。 
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